
昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

荒

山

正

彦

は

じ

め

に

近
代
日
本
に
お
け
る
旅
行
の
歴
史
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
こ
一
〇
年
あ
ま
り
の
間
に
大
き
く
す
す
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
要
因

は
、
資
料
収
集
の
方
法
が
劇
的
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
旅
行
分
野
に
限
ら
ず
、
近
代
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

類
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
充
実
と
検
索
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ
っ
て
、
情
報
収
集
の
利
便
性
が
向
上
し
た
。
旅
行
の
歴
史
に
直
接

関
係
す
る
旅
行
案
内
書
や
旅
行
雑
誌
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
エ
フ
ェ
メ
ラ
な
ど
と
も
よ
ば
れ
る
一
枚
も
の
の
資
料
類
、
そ
し
て
印
刷
出
版
物

に
掲
載
さ
れ
た
旅
行
に
関
す
る
記
事
な
ど
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
情
報
が
横
溢
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
旅
行
に
関
連
す
る
印
刷
出
版
物
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
に
価
値
が
あ
る
た
め
、
陳
腐
化
し
や
す
く
、
図
書
館
や
博
物

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
な
り
づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
旅
行
史
の
研
究
に
は
、
ま
ず
、
図
書
館
や
博
物
館
に
は
所
蔵
さ

れ
て
い
な
い
資
料
類
の
探
索
に
、
大
き
な
労
力
が
費
や
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
長
い
時
間
を
か
け
て
各
地
の
古
書
店
を
渡

り
歩
き
、
収
集
し
た
資
料
類
も
、
現
在
で
は
は
る
か
に
少
な
い
労
力
で
収
集
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
資
料
へ
の
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
伴
い
、
近
代
旅
行
史
の
研
究
が
充
実
し
て
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶

四
五



楽
部
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
月
刊
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
を
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
が
、『
旅
行
日
本
』
の
全
号
収
集
も
、
資
料
検
索
が

容
易
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
こ
一
〇
年
あ
ま
り
の
間
に
大
き
く
す
す
ん
だ
旅
行
史
研
究
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
な
課
題
も
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。
そ
の
ひ
と
つ

が
、
旅
行
に
関
わ
る
印
刷
出
版
物＝

旅
行
印
刷
物
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
一
枚
も
の
の
資
料
に
比
べ
る
と
、
そ

の
全
体
像
が
比
較
的
把
握
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
旅
行
案
内
書
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
と
旅
行
雑
誌
も
、
そ
の
歴
史
的
な
変
遷
は
い
ま
だ

十
分
に
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
は
、
少
な
く
と
も
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
お
よ
そ
八
〇

年
間
に
お
け
る
旅
行
案
内
書
と
旅
行
雑
誌
の
系
譜
は
、
こ
の
先
一
〇
年
の
間
に
は
っ
き
り
描
か
れ
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
現
時
点
に
お
け
る
研
究
動
向
と
問
題
意
識
、
さ
ら
に
将
来
の
展
望
に
立
ち
、
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
の
概
要
を
整

理
し
、
同
誌
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
団
体
旅
行
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
近
代
日
本
の
旅
行
史
研
究
に
あ
ら
た
な
一
行
を
加
え
た
い
と
考
え

る
。
そ
こ
で
ま
ず
第
一
章
で
は
、
こ
こ
一
〇
年
あ
ま
り
の
旅
行
史
研
究
を
図
書
出
版
物
か
ら
概
観
し
、
第
二
章
以
降
に
お
い
て
は
、
雑
誌

『
旅
行
日
本
』
と
同
誌
発
行
の
主
体
で
あ
っ
た
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
、
そ
し
て
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
ほ
か
が
主
催
し
た
団
体
旅

行
を
一
覧
す
る
こ
と
で
、
同
時
期
に
お
け
る
旅
行
の
具
体
的
な
姿
に
も
言
及
し
た
い
。

Ⅰ

近
年
に
お
け
る
近
代
日
本
旅
行
史
の
研
究
動
向

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
前
の
二
〇
一
一
年
、
近
世
の
江
戸
期
か
ら
昭
和
期
ま
で
の
お
よ
そ
四
〇
〇
年
間
を
見
通
し
た
旅
行
年
表
が
、

（
�
）

一
冊
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
書
物
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
同
書
の
「
お
わ
り
に
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
通
史
的
な
「
旅
と
観
光
」
の

年
表
が
出
版
さ
れ
た
前
例
は
な
く
、
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
同
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
四
〇
〇
年
間
の
旅
行
史
を
通
覧
で
き
る
ば
か

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

四
六



（
�
）

り
で
は
な
く
、
経
験
的
な
研
究
を
、
通
時
的
・
共
時
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

近
代
日
本
の
旅
行
史
研
究
に
お
い
て
、
比
較
的
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
鉄
道
と
旅
行
と
の
結
び
つ
き
で
あ
る
。
民
俗
学
的

な
視
点
か
ら
旅
行
に
注
目
す
る
野
村
は
、
鉄
道
の
普
及
と
「
身
体
感
覚
」
を
主
題
と
し
、
各
地
の
民
謡
や
伝
説
を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
事

（
�
）

象
が
、
旅
行
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
様
を
描
い
た
。
同
じ
く
、
近
代
以
降
の
日
本
に
お
い
て
国
民
的
行
事
と
な
っ
た
「
寺
社
参
詣
」
や

（
�
）

「
初
詣
」
が
、
鉄
道
の
開
業
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
、
平
山
は
歴
史
学
的
な
視
点
か
ら
実
証
的
に
論
じ
た
。
ま
た
近

（
�
）

代
都
市
と
鉄
道
を
テ
ー
マ
と
し
た
鈴
木
も
同
様
に
、
寺
社
参
詣
と
鉄
道
敷
設
と
の
因
果
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
他
に
も
、
旅
行
と
ナ
シ
ョ

（
�
）

ナ
リ
ズ
ム
、
旅
行
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
主
題
と
し
て
、
従
来
の
旅
行
史
研
究
に
あ
ら
た
な
視
点
が
開
か
れ
た
。

鉄
道
と
旅
行
の
結
び
つ
き
は
、
国
内
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
開
業
を
迎
え
た
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
は
、
日
本
近
隣
と

ロ
シ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
陸
路
で
結
び
つ
け
、
人
と
も
の
の
移
動
を
つ
く
り
だ
し
た
。
和
田
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
紀
行
史
は
、
戦
前
期

（
�
）

に
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用
し
た
旅
行
者
が
数
多
く
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。
ま
た
和
田
は
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
海
上
で
結
び
つ
け
た
「
欧
州
航
路
」
に
注
目
し
た
紀
行
史
に
お
い
て
、
数
多
く
の
い
わ
ゆ
る
文
化
人
が
、
戦
前
期
の
欧
州
航
路
を
用

（
�
）

い
て
渡
欧
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
、
そ
の
記
録
を
残
し
た
こ
と
を
ま
と
め
た
。

他
方
で
、
一
九
世
紀
末
に
う
ま
れ
た
グ
ロ
ー
ブ
ト
ロ
ッ
タ
ー
（
世
界
漫
遊
家
）
に
よ
る
日
本
旅
行
の
分
析
や
、
二
〇
世
紀
は
じ
め
に
日

（
�
）

本
各
地
を
旅
行
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
文
筆
家
の
記
録
な
ど
、
外
国
人
の
日
本
旅
行
を
題
材
と
し
た
研
究
の
蓄
積
も
す
す
ん
だ
。

旅
行
案
内
書
や
旅
行
雑
誌
以
上
に
、
図
書
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
な
り
づ
ら
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
エ
フ
ェ
メ
ラ
類
を
数
多
く
用
い

て
、
近
代
の
旅
行
史
を
描
く
研
究
が
、
近
年
、
い
く
つ
も
み
ら
れ
た
。
日
本
郵
船
や
大
阪
商
船
な
ど
が
発
行
し
た
航
路
案
内
を
用
い
、
松

（

）

浦
は
海
上
旅
行
の
研
究
を
す
す
め
、
橋
爪
は
近
世
以
来
の
名
所
・
名
勝
が
数
多
く
集
ま
る
京
都
の
近
代
観
光
と
、
一
方
で
近
代
か
ら
観
光

（

）

地
と
な
っ
た
瀬
戸
内
海
を
と
り
あ
げ
た
研
究
を
す
す
め
た
。
そ
し
て
谷
沢
は
、
近
畿
地
方
、
中
部
地
方
以
外
の
日
本
各
地
に
お
け
る
昭
和

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

四
七



（

）

初
期
の
旅
行
を
と
り
あ
げ
た
。

（

）

以
上
の
よ
う
に
、
近
年
、
日
本
近
代
の
旅
行
の
歴
史
に
関
す
る
研
究
は
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
こ
う
し
た
経
験
的
な

研
究
は
今
後
も
継
続
・
蓄
積
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
同
時
に
、
研
究
の
資
料
と
な
る
旅
行
印
刷
物
の
系
譜
も
明
ら
か
に
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
旅
行
案
内
書
（
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
は
、
観
光
の
研
究
に
お
い
て
し
ば
し
ば
資
料
と
し
て
用
い

ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
旅
行
案
内
書
の
系
譜
は
十
分
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
旅
行
史
研
究
を
す
す
め
る
た
に

（

）

は
、
そ
の
資
料
と
な
る
旅
行
印
刷
物
の
整
理
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
第
Ⅱ
章
以
降
で
は
、
旅
行
印
刷
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
旅

（

）

行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
を
と
り
あ
げ
る
。

Ⅱ

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
と
『
旅
行
日
本
』

（
一
）
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
の
概
要

『
旅
行
日
本
』
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
内
に
つ
く
ら
れ
た
旅
行
の
ク
ラ
ブ
組
織
で
あ
る
「
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶

楽
部
」
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
設
立
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、
昭
和
七
（
一

九
三
二
）
年
に
創
立
二
〇
周
年
を
迎
え
、
こ
の
年
に
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
が
創
設
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
の
会
員
向
け
に
雑
誌
『
旅
行
日

本
』
が
創
刊
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
外
客
の
誘
致
と
斡
旋
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
機
関

で
あ
っ
た
が
、
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
は
趣
味
と
し
て
の
旅
行
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
団
体
旅
行
の
企
画
、
展
覧
会
・
映
画
会
・
講

演
会
の
開
催
な
ど
を
活
動
の
目
的
と
し
た
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
か
ら
は
、
創
設
翌
年
の
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
か
ら
月
刊
の
機
関
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行
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が
発
行
さ
れ
て
い
た
。
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
は
和
文
欄
に
加
え
て
英
文
欄
を
持
ち
、
日
本
を
含
め
た
世
界
各
地
の
旅
行
地
の
紹
介
や
、

旅
行
界
へ
の
指
針
と
そ
の
動
向
な
ど
を
発
信
す
る
媒
体
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
は
、
日
本
国
内
と
朝
鮮
・
満
洲

・
台
湾
な
ど
の
案
内
を
軸
と
し
た
旅
行
情
報
誌
で
あ
っ
た
。

『
旅
行
日
本
』
は
創
刊
か
ら
お
よ
そ
一
年
で
発
行
部
数
は
一
万
部
を
超
え
、
横
浜
、
大
阪
、
満
洲
の
大
連
、
朝
鮮
の
京
城
と
平
壌
、
台

湾
の
台
北
に
も
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
が
設
け
ら
れ
、
よ
り
大
き
な
組
織
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
『
旅
行
日
本
』
は
発
行
わ
ず
か
三
年

間
、
全
三
〇
号
を
も
っ
て
や
や
唐
突
に
終
刊
を
迎
え
た
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
、
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
は
、
旅
行
雑
誌

『
旅
』
を
発
行
し
て
い
た
日
本
旅
行
協
会
と
合
併
し
、『
旅
行
日
本
』
も
『
旅
』
へ
と
吸
収
合
併
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
旅
行
日
本
』
は
、
発
行
期
間
三
年
、
全
三
〇
号
の
雑
誌
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
昭
和
初
期
、
一
九
三
〇
年
代
な
か

ば
に
お
け
る
旅
行
の
様
子
が
鮮
や
か
に
描
き
残
さ
れ
て
い
る
。
初
詣
、
ス
キ
ー
、
観
梅
、
桜
の
花
見
、
新
緑
、
夏
山
登
山
、
海
水
浴
、
キ

ャ
ン
プ
、
紅
葉
狩
り
と
い
っ
た
季
節
ご
と
の
旅
行
記
事
や
、
募
集
型
の
団
体
旅
行
の
広
告
と
記
録
、
巻
頭
の
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
、
毎
号
変

わ
る
雑
誌
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
各
地
の
旅
館
の
広
告
な
ど
、
同
時
期
の
旅
行
文
化
史
を
た
ど
る
う
え
で
、
と
て
も
興
味
深
い
内
容

に
富
ん
で
い
る
。

（
二
）
旅
行
団
体
と
『
旅
行
日
本
』
の
創
刊

日
本
に
お
け
る
旅
行
団
体
の
歴
史
は
、
近
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
伊
勢
参
宮
参
詣
の
伊
勢
講
や
、
富
士
詣
（
富
士
登
山
）
の
富
士
講

な
ど
は
、
近
世
に
お
い
て
す
で
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
団
体
旅
行
は
明
治
期
に
も
継
承
さ
れ
た
。
他
方
で
明
治
期
に
は
、
信
仰

を
軸
と
し
た
団
体
旅
行
と
は
異
な
る
旅
行
と
登
山
、
自
然
観
察
な
ど
を
目
的
と
し
た
団
体
旅
行
が
各
地
で
組
織
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
現
在
の
大
阪
市
で
は
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
「
大
阪
探
勝
わ
ら
じ
会
」
が
創
設
さ
れ
、
関
西
近
郊
を
は
じ
め
と
す

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

四
九



る
日
本
各
地
へ
の
団
体
旅
行
が
行
わ
れ
、
わ
ら
じ
会
旅
行
集
『
道
づ
れ
』
が
発
行
さ
れ
た
。
ま
た
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
二
月
に
は
、

現
在
の
神
戸
市
御
影
に
「
日
本
ア
ル
カ
ウ
会
」
が
創
設
さ
れ
、
神
戸
市
の
六
甲
山
を
は
じ
め
と
す
る
近
畿
各
地
で
の
登
山
を
目
的
と
し
た

団
体
の
旅
行
会
が
実
施
さ
れ
た
。
時
代
は
や
や
遡
る
が
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
は
東
京
府
第
一
中
学
校
に
お
い
て
昆
虫
や
植
物

（

）

の
観
察
と
記
録
な
ど
を
目
的
と
し
た
会
が
つ
く
ら
れ
、
旅
行
の
記
録
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
『
博
物
の
友
』
が
発
行
さ
れ
た
。

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
四
月
、
現
在
の
東
京
都
荒
川
区
日
暮
里
で
「
東
京
ア
ル
カ
ウ
会
」
が
誕
生
し
た
。
こ
の
東
京
ア
ル
カ
ウ
会

で
は
、
日
本
ア
ル
カ
ウ
会
と
同
様
に
定
期
的
な
旅
行
会
が
行
わ
れ
た
。
設
立
翌
年
の
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
に
は
、
講
演
会
や
展
覧

会
、
出
版
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
日
本
旅
行
文
化
会
」
が
設
け
ら
れ
、
従
来
の
会
報
誌
を
継
承
し
て
月
刊
の
会
報
誌
『
旅
』
が
発
行
さ
れ

（

）

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
日
本
旅
行
文
化
会
は
、
鉄
道
省
、
南
満
洲
鉄
道
、
日
本
郵
船
、
大
阪
商
船
、
な
ら
び
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
加
盟
す
る
「
日
本
旅
行
文
化
協
会
」
へ
と
発
展
的
に
改
組
さ
れ
、
同
人
誌
的
な
会
報
誌
『
旅
』
は
大
正
一
二
（
一

九
二
三
）
年
に
終
刊
と
な
り
、
翌
年
、
装
い
を
新
た
に
し
た
雑
誌
『
旅
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ

ュ
ー
ロ
ー
で
は
、
和
文
欄
と
英
文
欄
を
持
つ
月
刊
の
機
関
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
と
、
旅
行
ク
ラ
ブ
の
系
譜
を
継
承
す
る
月
刊
の
旅
行
雑

（

）

誌
『
旅
』
の
二
雑
誌
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
日
本
旅
行
文
化
協
会
は
、
大
正
一
（
一
九
二
六
）
年
に
「
日
本
旅
行
協
会
」
へ
と
再

び
名
称
を
変
更
し
た
。

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
三
月
二
〇
日
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
創
立
二
〇
周
年
の
記
念
日
を
迎
え
た
。『
旅
行

日
本
』
創
刊
号
（
同
年
五
月
一
〇
日
発
行
）
に
は
、「
創
立
廿
周
年
記
念
事
業
の
一
端
と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
こ
に
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶

楽
部
の
開
設
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
」
と
報
じ
ら
れ
、
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
へ
は
、
一
年
間
一
円
二
〇
銭
の
会
費
を
支
払
え
ば
誰
で

も
入
会
が
で
き
る
こ
と
、
会
員
の
特
典
と
し
て
機
関
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
が
配
布
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
た
。
こ
こ
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー

リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
関
わ
る
三
種
類
目
の
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
が
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
昭
和
七
年
の
一
円
二
〇
銭
は
、

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

五
〇



現
在
の
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
と
お
よ
そ
二
五
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
円
で
あ
り
、
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
を
年
間
で
受
け
取
れ
る
と
い
う
会
員

特
典
を
考
え
る
と
、
会
費
は
か
な
り
安
価
に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
雑
誌
本
体
に
は
一
部
十
五
銭
（
現
在
の
お
よ
そ
三
〇
〇
円
）
の
表
記

も
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
は
、
明
治
期
以
降
各
地
に
設
立
さ
れ
た
旅
行
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
の
機

関
誌
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
は
、
数
あ
る
旅
行
団
体
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、
す
で
に
雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス

ト
』
を
月
刊
で
発
行
し
続
け
、
さ
ら
に
創
立
二
〇
周
年
を
迎
え
大
き
な
組
織
へ
と
成
長
し
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が

ク
ラ
ブ
運
営
の
主
体
と
な
っ
た
こ
と
で
、
創
設
時
か
ら
月
刊
雑
誌
を
発
行
で
き
る
だ
け
の
知
識
や
経
験
の
蓄
積
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

（
三
）『
旅
行
日
本
』
と
そ
の
終
刊

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
が
創
設
さ
れ
て
間
も
な
く
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
が
設
け
ら
れ
、
後
に
大
阪
、
大
連
、
京
城
、
平
壌
、
台

北
に
も
そ
れ
ぞ
れ
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
七
つ
を
総
称
し
て
「
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
た
。
ク

ラ
ブ
会
員
は
創
設
後
す
ぐ
に
一
〇
〇
〇
名
を
越
え
、
創
設
お
よ
そ
一
年
後
の
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
第
二
巻
第
三
号
（
昭
和
八
年
三
月
一
〇
日

発
行
）
で
は
、
会
員
が
一
万
人
に
近
づ
い
て
い
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
創
立
一
周
年
記
念
号
と
な
る
第
二
巻
第
五
号
（
同
年
五
月
一
〇
日

発
行
）
で
は
、
会
員
八
千
人
、『
旅
行
日
本
』
発
行
部
数
一
万
部
が
報
じ
ら
れ
、「
就
き
ま
し
て
は
更
に
一
段
の
努
力
と
精
進
を
続
け
て
所

期
の
理
想
た
る
「
会
員
十
万
人
」
に
邁
進
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
」
と
、
さ
ら
な
る
組
織
の
拡
大
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
旅
行
日
本
』
は
毎
月
一
〇
日
を
発
行
日
と
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
発
行
さ
れ
続
け
た
。
雑
誌
の
判
型
は
四
六
倍
版
で
、
巻
頭
の
写
真

ペ
ー
ジ
と
本
文
二
〇
〜
三
〇
ペ
ー
ジ
前
後
か
ら
な
り
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
は
毎
号
異
な
っ
て
い
る
。
雑
誌
記
事
は
、
日
本
国
内
や
満
洲
、
朝

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

五
一



鮮
、
台
湾
の
旅
行
地
・
遊
覧
地
の
紹
介
が
主
で
、
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
が
主
催
し
た
団
体
旅
行
の
記
録
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
旅
行
の
募

集
、
旅
館
の
紹
介
や
広
告
、
そ
し
て
毎
号
で
は
な
い
が
特
集
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、『
旅
行
日
本
』
は
創
刊
か
ら
三
年
後
の
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
終
刊
を
迎
え
る
。
第
一
巻
が
八
号
、
第
二
巻
が

一
二
号
、
そ
し
て
第
三
巻
が
一
〇
号
の
全
三
〇
号
を
発
行
し
役
割
を
終
え
た
。
三
〇
号
の
雑
誌
を
通
覧
す
る
と
、
こ
の
終
刊
が
と
て
も
唐

突
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。『
旅
行
日
本
』
誌
上
で
終
刊
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
最
終
号
の
第
三
巻
第
一
〇
号
（
昭
和
九
年
一
〇
月
一
〇
日

発
行
）
に
お
い
て
で
あ
る
。「
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
会
員
の
皆
様
へ
」
と
題
さ
れ
た
一
文
に
は
、
前
述
の
日
本
旅
行
協
会
と
、
ツ
ー
リ
ス

ト
倶
楽
部
の
上
位
組
織
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
合
併
し
、
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
は
あ
ら
た
な
組
織
名
「
日
本

旅
行
倶
楽
部
」
へ
と
改
称
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
伴
い
『
旅
行
日
本
』
は
廃
刊
と
な
り
、
日
本
旅
行
協
会
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
き
た
雑
誌

『
旅
』
を
、
日
本
旅
行
倶
楽
部
の
雑
誌
『
旅
』
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
た
い
へ
ん
や
や
こ
し
い
話
で
は
あ
る
が
、
日
本

旅
行
協
会
の
名
称
は
、
昭
和
九
年
以
降
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
も
う
ひ
と
つ
の
機
関
名
称
と
し
て
、
主
に
印
刷
出

版
物
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
組
織
の
合
併
と
雑
誌
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
後
継
機
関
で
あ
る
日
本
交
通
公
社
に
よ

（

）

っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
日
本
交
通
公
社
七
十
年
史
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、

『
旅
』
と
『
旅
行
日
本
』
と
い
う
類
似
の
旅
行
雑
誌
を
発
行
す
る
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
統
合
を
図
る
こ
と
が
内
外
か
ら
働
き
か
け

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、『
旅
行
日
本
』
は
終
刊
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
両
雑
誌
の
統
合
に
よ
っ
て
、
雑
誌
『
旅
』
の
判
型
は
従
来

の
菊
判
か
ら
『
旅
行
日
本
』
の
判
型
で
あ
る
四
六
倍
版
と
な
っ
た
。
ま
た
、
和
文
欄
と
英
文
欄
を
あ
わ
せ
も
っ
た
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
も
、

昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
六
月
を
最
後
に
和
文
欄
が
廃
止
さ
れ
、
翌
七
月
か
ら
は
英
文
欄
の
み
の
雑
誌TO

U
RIST

と
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
発
行
に
関
わ
っ
た
三
種
類
の
雑
誌
は
、『
旅
』
の
み
が
残
り
、
戦
後
に
も
継
承
さ
れ

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

五
二



る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
外
地
に
目
を
向
け
る
と
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
大
連
支

部
か
ら
雑
誌
『
旅
行
満
洲
』
が
創
刊
さ
れ
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
に
は
日
本
旅
行
協
会
（
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ

（

）

ー
）
朝
鮮
支
部
か
ら
雑
誌
『
観
光
朝
鮮
』
が
創
刊
さ
れ
た
。

Ⅲ
『
旅
行
日
本
』
に
み
る
団
体
旅
行

（
一
）
旅
行
記
事
の
概
要

雑
誌
『
旅
行
日
本
』
は
刊
行
期
間
が
三
年
に
満
た
な
い
雑
誌
で
あ
る
が
、
全
三
〇
号
の
全
体
は
一
覧
し
や
す
く
、
発
行
時
の
昭
和
七
年

か
ら
九
年
に
お
け
る
旅
行
の
状
況
は
把
握
し
や
す
い
。
こ
の
同
じ
時
期
に
は
、
戦
前
期
の
旅
行
案
内
書
の
集
大
成
と
も
い
え
る
『
日
本
案

内
記
』
全
八
巻
（
鉄
道
省
）
が
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
か
ら
一
一
（
一
九
三
六
）
年
に
か
け
て
年
一
冊
ず
つ
刊
行
さ
れ
、
旅
行
は
社
会

に
深
く
浸
透
し
て
い
た
。『
旅
行
日
本
』
の
各
号
に
は
、
特
集
号
と
し
て
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
ご
と
に
特
定
の
テ

ー
マ
や
地
域
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

第
一
巻
第
一
号
は
五
月
一
〇
日
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
緑
旅
行
の
記
事
が
多
く
み
ら
れ
、
全
国
各
地
の
新
緑
の
探
勝
に
ふ
さ

わ
し
い
旅
行
地
が
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
巻
号
ご
と
に
新
年
か
ら
順
に
み
る
と
、
初
詣
、
ス
キ
ー
、
観
梅
、
桜
の
花
見
、
新
緑
、

夏
山
登
山
、
海
水
浴
、
キ
ャ
ン
プ
、
紅
葉
狩
り
と
い
う
旅
行
の
テ
ー
マ
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
第
二
巻
（
昭
和
八
年
）
以

降
に
は
、
有
坂
與
太
郎
を
中
心
と
し
た
郷
土
玩
具
研
究
会
の
活
動
が
多
く
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
二
巻
第
四
号
に
は
「
郷
土
玩
具

番
附
」
と
い
う
見
立
て
番
付
が
雑
誌
の
付
録
と
さ
れ
、
各
地
の
郷
土
玩
具
の
収
集
が
旅
行
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

五
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ま
た
地
域
に
注
目
す
る
と
、「
富
士
五
湖
」（
第
一
巻
第
二
号
）、「
伊
勢
紀
州
大
和
」（
第
一
巻
第
四
号
）、「
東
北
」（
第
一
巻
第
五
号
）、

「
四
国
」（
第
一
巻
第
六
号
）、「
伊
豆
」（
第
一
巻
第
八
号
）、「
天
の
橋
立
・
城
崎
」（
第
二
巻
第
三
号
）、「
九
州
」（
第
二
巻
第
五
号
）、

「
屈
斜
路
湖
・
摩
周
湖
・
阿
寒
湖
」（
第
二
巻
第
八
号
）
な
ど
の
国
内
各
地
や
、
朝
鮮
や
満
洲
へ
の
旅
行
を
ま
と
め
た
「
東
亜
周
遊
」（
第

二
巻
第
二
号
と
第
三
巻
第
五
号
）、「
台
湾
」（
第
二
巻
第
四
号
）
が
列
記
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
テ
ー
マ
別
、
地
域
別
の
旅
行
案
内
は
、
同
時
代
の
旅
行
案
内
書
に
も
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
と
い
う
旅

行
団
体
の
雑
誌
と
し
て
の
特
徴
は
、
団
体
旅
行
の
広
告
や
記
録
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）『
旅
行
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
団
体
旅
行
の
広
告
宣
伝

『
旅
行
日
本
』
の
全
三
〇
号
に
掲
載
さ
れ
た
団
体
旅
行
募
集
の
広
告
は
一
〇
〇
件
を
越
え
る
。
こ
の
う
ち
催
行
日
や
料
金
な
ど
が
明
記

さ
れ
、
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
八
四
件
で
あ
っ
た
。
後
掲
の
表
１
は
、『
旅
行
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
団
体
旅
行
の

広
告
宣
伝
計
八
四
件
を
、
掲
載
巻
号
順
に
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
団
体
旅
行
の
広
告
は
、
雑
誌
の
扉
に
ま
と
め
て
掲
載
れ
る
場
合
が
多

く
み
ら
れ
る
が
、
本
文
中
の
囲
み
記
事
と
し
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
広
告
に
は
旅
行
団
体
の
名
称
と
旅
行
期
間
、
料
金
、
主

（

）

催
者
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
載
に
準
じ
て
表
１
を
作
成
し
て
い
る
。
詳
細
な
旅
程
が
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
こ
こ
で
は
省
略

し
た
。

全
三
〇
号
の
『
旅
行
日
本
』
ほ
ぼ
す
べ
て
の
号
に
団
体
旅
行
の
広
告
宣
伝
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
主
催
者
の
多
く
は
『
旅
行
日

本
』
の
発
行
主
体
で
あ
る
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
な
い
し
は
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
、
そ
し
て
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
あ
る
。
表
１
か
ら
は
、
団
体
旅
行
の
旅
程
に
は
東
京
近
郊
へ
の
日
帰
り
旅
行
か
ら
、
北
海
道
や
九
州
を
周
遊
す
る
も
の
、
満
洲
や
台
湾

を
周
遊
す
る
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
に
催
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
特
徴
的
な
団
体
旅
行
を
列
記
し
て
お
き
た
い
。

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

五
四



表
1
『
旅
行
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
団
体
旅
行
の
広
告
宣
伝

主
催
と
後
援

大
阪
商
船

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
日
日
新
聞
社

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

北
日
本
汽
船

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
・
日
本
温
泉
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
遊
覧
ピ
ク
ニ
ッ
ク
会

東
京
遊
覧
ピ
ク
ニ
ッ
ク
会

東
京
遊
覧
ピ
ク
ニ
ッ
ク
会

下
関
鮮
満
案
内
所

大
阪
朝
日
新
聞
社
門
司
支
店

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

内
務
省
内
国
立
公
園
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

料
金

2
等
50
円
、
3
等
35
円

1
等
98
円
、
2
等
73
円

3
等
41
円
50
銭

大
人
4
円
20
銭

小
児
2
円
50
銭

1
等
44
円
、
2
等
33
円
、

3
等
22
円
、
学
生
18
円

3
円
50
銭

12
円
50
銭

1
円
90
銭

8
円
50
銭

11
円
50
銭

1
円
90
銭

3
円
50
銭

12
円
50
銭

2
等
202
円

3
等
69
円

大
人
5
円
20
銭

小
児
3
円

235
円

15
円
50
銭

84
円
37
銭

期
間

7
月
9
日
東
京
駅
～
7
月
14
日
大
阪
天
保
山

7
月
2
日
横
浜
駅
～
7
月
9
日
横
浜
駅

6
月
19
日
新
宿
駅
～
日
帰
り

8
月
3
日
小
樽
港
～
8
月
8
日
小
樽
港

7、
8
月
中
毎
日
曜
日
東
京
駅
発
着
日
帰
り

7
月
23日

ほ
か
計
5
回
土
曜
日
東
京
発
日
曜
日
東
京
着

7
月
16
日
（
土
）、
23
日
（
土
）
東
京
駅
発
着
日
帰
り

7
月
16
日
（
土
）
上
野
駅
～
17
日
（
日
）
上
野
駅

8
月
6
日
（
土
）
上
野
駅
～
7
日
（
日
）
上
野
駅

8
月
中
毎
日
（
日
曜
、
休
日
を
除
く
）

8
月
中
毎
日
曜
日
東
京
駅
発
着

8
月
6
日
ほ
か
計
4
回
の
土
曜
日
東
京
発
日
曜
日
東
京
着

9
月
5
日
下
関
～
21
日
下
関

17
日
間

10
月
18
日
か
ら
10
日
間

9
月
18
日
日
帰
り

11
月
6
日
東
京
駅
～
25
日
神
戸

20
日
間

10
月
15
日
夜
上
野
駅
～
17
日
上
野
駅

11
月
6
日
東
京
～

14
日
間

団
体
旅
行
の
名
称

瀬
戸
内
海
周
遊

北
海
道
へ
船
の
旅

初
夏
の
三
ツ
峠
へ

日
本
北
端
の
奇
観
海
豹
島
へ

自
動
車
旅
行
三
浦
半
島
一
周

自
動
車
旅
行
犬
吠
岬
か
ら
鹿
島
・
香
取
へ

自
動
車
旅
行
逗
子
方
面

奥
利
根
渓
谷
探
勝
と
赤
沢
林
道
越
え

奥
日
光
白
根
山
探
勝

自
動
車
旅
行
逗
子
方
面

自
動
車
旅
行
三
浦
半
島
一
周

自
動
車
旅
行
犬
吠
埼
か
ら
鹿
島
・
香
取
へ

満
洲
国
事
情
並
に
戦
蹟
視
察
団

小
豆
島
八
十
八
か
所
め
ぐ
り

旧
箱
根
街
道
と
十
国
峠
ド
ラ
イ
ブ

台
湾
へ

黒
部
渓
谷
探
勝

鉄
道
の
団
体
旅
行
四
国
・
九
州
巡
り

巻（
号
）

1（
2）

1（
3）

1（
4）

1（
5）

1（
6）

1（
7）

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

五
五



ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
・
遊
覧
ピ
ク
ニ
ッ
ク
会

東
京
・
大
阪
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

日
本
探
勝
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

近
海
郵
船
、
時
事
新
報
社

日
本
郵
船
・
大
阪
商
船

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

15
円
41
銭

11
円

2
円
50
銭

2
円
50
銭

50
円

（
月
に
10
円
を
5
か
月
）

3
円
50
銭

3
円

6
円
50
銭

3
円
50
銭

31
円
25
銭

22
円

11
円
50
銭

5
円
50
銭

6
円
30
銭

1
等
57
円

2
等
38
円
～
45
円

3
等
25
円
、
学
生
22
円

大
人
160
円

小
児
120
円

約
11
円

9
円
50
銭

11
月
12
日
～

1
月
17
日
上
野
駅
～
20
日
上
野
駅

1
月
11
日
日
帰
り

1
月
15
日
日
帰
り

5
月
10
日
東
京
駅
～
14
日
大
阪
駅

5
月
15
日
大
阪
駅
～
19
日
東
京
駅

2
月
10
日
霊
岸
島
～
11
日
、
2
月
18
日
霊
岸
島
～
19
日

2
月
26
日
東
京
～

3
月
26
日
日
帰
り

3
月
19
日
日
帰
り

4
月
1
日
東
京
駅
～
6
日
東
京
駅

4
月
10
日
東
京
駅
～
13
日

4
月
23
日
日
帰
り

4
月
29
日
～
30
日

6
月
24
日
飯
田
町
駅
～
25
日
新
宿
駅

6
月
18
日
日
帰
り

7
月
8
日
東
京
芝
浦
～
15
日

7
月
21
日
横
浜
港
～
28
日
神
戸

7
月
11
日
上
野
駅
～
13
日
上
野
駅

7
月
25
日
上
野
駅
～
28
日
上
野
駅

8
月
初
旬

2
週
間

8
月
10
日
～
12
日

8
月
15
日
～
17
日

鉄
道
の
団
体
旅
行
奥
伊
豆
め
ぐ
り

ス
キ
ー
を
始
め
て
穿
く
会

新
春
の
催
し
蒐
印
と
初
詣
で

大
東
京
遊
覧

月
掛
旅
行
東
海
道
中
仙
道
自
動
車
の
旅

三
原
山
登
山

坂
東
三
十
三
番
観
音
霊
場
巡
り

海
の
底
を
覗
く
会
駿
河
湾
の
海
底
見
物

坂
東
三
十
三
番
観
音
霊
場
巡
り

神
宮
詣
と
嵐
山
桜
の
旅

伊
豆
の
温
泉
場
隅
か
ら
隅
ま
で

低
山
趣
味
春
の
山
歩
き

坂
東
三
十
三
番
観
音
霊
場
巡
り

甘
利
山
へ

観
音
霊
場
巡
り

椰
子
の
葉
茂
る
南
の
国

憧
れ
の
島
小
笠
原
へ

夏
は
船
に
乗
っ
て

（
別
府
、
島
原
、
雲
仙
ほ
か
）

相
馬
の
野
馬
追
ひ
見
物

奥
日
光
尾
瀬
沼
探
勝

北
海
道
の
温
泉
と
湖
水
め
ぐ
り

温
泉
と
海
水
浴

伊
豆
今
井
浜
の
キ
ャ
ン
プ
場
へ

2（
1）

2（
2）

2（
3）

2（
4）

2（
6）

2（
7）

2（
8）

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

五
六



ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
、
東
海
自
動
車

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
、
日
本
温
泉
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

36
円

3
円
60
銭

3
円
50
銭

6
円
50
銭

15
円
50
銭

15
円

31
円

3
円
30
銭

11
円

2
円
70
銭

3
円

11
円

30
円

44
円
50
銭

3
円
50
銭

3
円
20
銭

8
円
50
銭

10
月
2
日
～
5
日

10
月
6
日

2
週
間

10
月
15
日
日
帰
り

10
月
28
日
～
29
日

10
月
21
日
～
22
日

10
月
23
日
～
25
日

10
月
23
日
～
24
日

10
月
24
日
～
27
日

12
月
17
日

10
か
寺
の
蒐
印
日
帰
り

1
月
11
日
～
14
日

1
月
15
日
日
帰
り

1
月
14
日
東
京
駅
集
合
解
散
日
帰
り

2
月
15
日
～
18
日

2
月
18
日
～
21
日

2
月
22
日
東
京
～
27
日
上
野

3
月
18
日
日
帰
り

3
月
25
日
日
帰
り

3
月
31
日
～
4
月
1
日

天
竜
川
下
り
と
館
山
寺
の
観
月

金
剛
山
探
勝

三
ツ
峠
の
秋
を
探
る

高
源
の
秋
を
探
ね
て
碓
氷
峠
越
え

紅
葉
の
大
菩
薩
峠
探
勝

紅
葉
の
秋
を
探
ね
て
黒
部
渓
谷
へ

富
士
山
麓
一
周
の
旅

伊
豆
の
温
泉
隅
か
ら
隅
ま
で

厄
落
し
と
お
礼
詣

10
か
寺
の
蒐
印

ス
キ
ー
を
始
め
て
穿
く
会

初
詣
で
と
蒐
印

15
社
寺

大
東
京
遊
覧

ス
キ
ー
を
始
め
て
穿
く
会

早
春
の
伊
豆
温
泉
隅
か
ら
隅
ま
で

雪
の
北
陸
温
泉
巡
り

坂
東
三
十
三
番
観
音
巡
り

郊
外
に
緑
を
追
う
日
帰
り
自
動
車
の
旅

大
洗
か
ら
村
松
虚
空
蔵
へ

2（
9）

2（
10）

2（
12）

3（
1）

3（
2）

3（
3）

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

五
七



東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
・
横
浜
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

遊
覧
ピ
ク
ニ
ッ
ク
会
、
東
京
乗
合
自
動
車

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

遊
覧
ピ
ク
ニ
ッ
ク
会
、
東
京
乗
合
自
動
車

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

遊
覧
ピ
ク
ニ
ッ
ク
会
、
東
京
乗
合
自
動
車

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

遊
覧
ピ
ク
ニ
ッ
ク
会
、
東
京
乗
合
自
動
車

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

京
阪
電
車
京
浜
探
遊
会

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

大
阪
商
船
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

大
阪
商
船
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

3
円
70
銭

270
円

84
円

110
円

12
円
80
銭

14
円
50
銭

5
円
50
銭

125
円

大
人
14
円
、
小
人
10
円

1
円
60
銭

大
人
12
円
、
小
人
9
円

3
円
50
銭

27
円

28
円
50
銭

14
円
50
銭

495
円

175
円

4
円
30
銭

55
円

50
円

4
月
15
日
日
帰
り

5
月
6
日
東
京
駅
～
26
日

6
月
5
日
上
野
駅
～
11
日

5
月
16
日
東
京
駅
～
28
日
大
阪

5
月
12
日
～
13
日

6
月
9
日
～
10
日

6
月
10
日
日
帰
り

7
月
5
日
上
野
発
～
27
日
登
別
温
泉

7
月
14
日
か
ら
8
月
、
9
月
の
毎
土
曜
日

1
泊
2
日

7
月
15
日
か
ら
8
月
、
9
月
の
毎
日
曜
日
日
帰
り

8
月
4
日
、
18
日
の
土
曜
日

1
泊
2
日

7
月
15
日
か
ら
8
月
、
9
月
の
毎
日
曜
日
日
帰
り

8
月
10
日
大
阪
～
12
日

8
月
23
日
～
26
日

8
月
17
日
～
19
日

10
月
4
日
～
27
日

10
月
5
日
～
18
日

9
月
16
日
日
帰
り

10
月
14
日
～
20
日

10
月
中
旬

坂
東
三
十
三
番
観
音
巡
り

鮮
満
視
察
団

北
海
道
探
勝
団
体

オ
ー
ル
九
州
探
勝

坂
東
三
十
三
番
観
音
巡
り

坂
東
三
十
三
番
観
音
巡
り

新
緑
と
躑
躅
を
追
ふ
て

海
豹
島
樺
太
北
海
道
探
勝

富
士
山
一
周
伊
豆
長
岡
温
泉

逗
子
海
水
浴

房
総
半
島
一
周

三
浦
半
島
一
周

日
本
ア
ル
プ
ス
と
天
竜
川
下
り

十
和
田
湖
探
勝
と
姫
鱒
釣
り

上
高
地
探
勝

南
北
支
那
視
察
団

金
剛
山
の
紅
葉
を
訪
ね
て

坂
東
三
十
三
番
観
音
巡
り

瀬
戸
内
海
四
国
周
遊
の
旅

南
紀
州
周
遊

3（
4）

3（
5）

3（
6）

3（
7）

3（
8）

3（
9）

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

五
八



第
Ⅱ
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
団
体
旅
行
の
歴
史
は
近
世
以
前
か
ら
あ
り
、
そ
の
目
的
の
多
く
は
寺
社
参
詣
で
あ
っ
た
。

表
１
に
み
ら
れ
る
「
小
豆
島
八
十
八
か
所
め
ぐ
り
」（
一
巻
五
号
）、「
坂
東
三
十
三
番
観
音
霊
場
巡
り
」（
二
巻
二
号
ほ
か
）、
東
京
近
郊

の
「
観
音
霊
場
巡
り
」（
二
巻
六
号
）
な
ど
は
、
寺
社
参
詣
の
団
体
旅
行
が
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
巻
三
号
、
一
巻
四
号
、

一
巻
五
号
の
「
自
動
車
旅
行

三
浦
半
島
一
周
」、「
自
動
車
旅
行

逗
子
方
面
」、「
旧
箱
根
街
道
と
十
国
峠
ド
ラ
イ
ブ
」
は
、
東
京
乗
合

自
動
車
の
「
青
バ
ス
」
の
よ
う
な
一
六
人
か
ら
二
〇
人
乗
り
の
展
望
車
、
あ
る
い
は
後
述
す
る
よ
う
な
三
五
人
乗
り
の
当
時
と
し
て
は
最

（

）

も
大
型
の
自
動
車
（
バ
ス
）
を
利
用
し
た
旅
行
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
寺
社
参
詣
や
自
動
車
旅
行
へ
の
参
加
料
金
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。『
旅
行
日
本
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
昭
和
初
期
と
現
在

と
の
物
価
比
は
、
お
よ
そ
一
対
二
〇
〇
〇
〜
二
五
〇
〇
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
自
動
車
旅
行

三
浦
半
島
一
周
」（
一
巻
三
号
）
は

三
円
五
〇
銭
な
の
で
、
現
在
の
価
格
に
換
算
す
る
と
お
よ
そ
七
〜
九
〇
〇
〇
円
と
な
り
、「
自
動
車
旅
行

逗
子
方
面
」（
一
巻
三
号
）
は

四
〜
五
〇
〇
〇
円
、
同
様
に
日
帰
り
の
「
坂
東
三
十
三
番
観
音
霊
場
巡
り
」（
二
巻
二
号
）
は
六
〜
八
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
ま
た
旅
行
日

程
が
一
〇
日
間
に
お
よ
ぶ
「
小
豆
島
八
十
八
か
所
め
ぐ
り
」（
一
巻
五
号
）
は
、
三
等
料
金
六
九
円
な
の
で
、
現
在
の
価
格
に
換
算
す
る

と
お
よ
そ
一
四
〜
一
七
万
円
と
な
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
代
の
団
体
旅
行
は
、
現
在
の
団
体
旅
行
の
参
加
費
用
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
旅
行

大
阪
商
船
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

国
立
公
園
協
会
、ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

大
阪
商
船
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

110
円

265
円

19
円
50
銭

15
円
50
銭

110
円

14
円
50
銭

5
円
80
銭

10
月
12
日
～
25
日

11
月
4
日
～
24
日

10
月
12
日
～
14
日

10
月
25
日
～
26
日

10
月
12
日
～
25
日

11
月
6
日
～
7
日

11
月
15
日
日
帰
り

沖
縄
周
遊

常
夏
の
国
異
国
的
な
台
湾
へ

紅
葉
の
上
高
地
探
勝
団

観
音
巡
り

沖
縄
九
州
周
遊
団

観
音
巡
り

観
音
巡
り

3（
10）

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

五
九



金
設
定
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
巻
一
号
に
は
「
月
掛
旅
行

東
海
道
中
仙
道
自
動
車
の
旅
」
の
広
告
宣
伝
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
月
掛
旅
行
は
、
こ
の
時
期
各
地
で

行
わ
れ
て
お
り
、
文
字
通
り
旅
行
の
た
め
の
積
立
を
毎
月
行
い
、
掛
け
金
の
合
計
を
使
っ
て
旅
行
を
行
う
も
の
で
あ
る
。「
月
掛
旅
行

東
海
道
中
仙
道
自
動
車
の
旅
」
は
、
毎
月
一
〇
円
を
五
か
月
間
、
主
催
者
に
払
い
込
み
、
そ
の
合
計
額
五
〇
円
を
参
加
費
用
と
し
た
。
な

お
こ
の
自
動
車
旅
行
は
、
定
員
三
五
名
の
「
高
級
展
望
車
式
新
造
車
」
で
五
日
間
を
か
け
て
、
東
京
か
ら
東
海
道
と
中
仙
道
を
通
り
大
阪

へ
至
る
「
東
京
参
加
」
と
、
同
じ
旅
程
を
大
阪
か
ら
東
京
へ
向
か
う
「
大
阪
参
加
」
が
あ
っ
た
。

東
京
近
郊
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
旅
行
や
登
山
の
団
体
旅
行
も
確
認
で
き
る
。「
初
夏
の
三
ツ
峠
へ
」（
一
巻
二
号
）、「
三
原
山
登
山
」（
二

巻
二
号
）、「
低
山
趣
味

春
の
山
歩
き
」（
二
巻
四
号
）、「
奥
日
光
尾
瀬
沼
探
勝
」（
二
巻
七
号
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、「
ス
キ
ー
を
始

め
て
穿
く
会
」（
二
巻
一
号
ほ
か
）、
東
京
市
内
を
遊
覧
す
る
「
大
東
京
遊
覧
」（
二
巻
一
号
ほ
か
）
な
ど
も
、
同
時
代
の
団
体
旅
行
例
と

し
て
列
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
団
体
旅
行
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
北
海
道
や
九
州
、
満
洲
、
台
湾
、
朝
鮮
へ
の
団
体
旅
行
も
少
な
く
な
い
。
一
巻
二
号
に
は

「
北
海
道
へ
の
船
の
旅
」（
八
日
間
）、
二
巻
七
号
に
は
「
椰
子
の
葉
茂
る
南
の
国

憧
れ
の
島

小
笠
原
」（
八
日
間
）
と
「
北
海
道
の
温

泉
と
湖
水
め
ぐ
り
」（
一
四
日
間
）、
三
巻
五
号
に
は
「
オ
ー
ル
九
州
探
勝
」（
一
三
日
間
）、
三
巻
九
号
に
は
「
沖
縄
周
遊
」（
一
四
日
間
）

が
み
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
た
と
え
ば
「
オ
ー
ル
九
州
探
勝
」
の
旅
程
は
、
五
月
一
六
日
午
前
一
〇
時
に
東
京
駅
を
出
発
し
、
翌
一
七
日
に
下
関
か
ら
門

司
を
経
て
博
多
に
着
き
、
博
多
市
内
を
自
動
車
で
遊
覧
し
た
の
ち
博
多
に
宿
泊
、
翌
日
か
ら
は
、
唐
津
、
武
雄
温
泉
、
長
崎
、
雲
仙
、
島

原
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
霧
島
神
宮
、
高
千
穂
、
大
分
、
別
府
へ
と
九
州
を
反
時
計
回
り
に
周
遊
し
、
大
分
か
ら
瀬
戸
内
海
航
路
で
五
月
二

八
日
午
後
に
大
阪
へ
帰
着
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
募
集
人
員
は
三
〇
名
、
会
費
は
移
動
や
宿
泊
、
食
事
な
ど
の
一
切
を
含
め
て
一
人

昭
和
初
期
の
旅
行
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
と
団
体
旅
行

六
〇



一
一
〇
円
で
あ
っ
た
。
現
在
の
価
格
に
換
算
す
る
と
お
よ
そ
二
二
〜
二
八
万
円
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
旅
程
の
分
析
は
行
わ
な
い
が
、

樺
太
を
含
め
た
北
海
道
旅
行
、
小
笠
原
旅
行
、
沖
縄
旅
行
の
中
身
と
内
容
は
と
て
も
興
味
深
い
。

本
章
の
最
後
に
、
満
洲
、
台
湾
、
朝
鮮
へ
の
団
体
旅
行
に
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
満
洲
、
台
湾
、
朝
鮮
へ
の
団
体
旅
行
に
は
、「
満

洲
国
事
情
並
に
戦
績
視
察
団
」（
一
巻
四
号
）、「
台
湾
へ
」（
一
巻
六
号
）、「
金
剛
山
探
勝
」（
二
巻
九
号
）、「
鮮
満
視
察
団
」（
三
巻
四

号
）、「
常
夏
の
国

異
国
的
な
台
湾
へ
」（
三
巻
一
〇
号
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
「
常
夏
の
国

異
国
的
な
台
湾
へ
」
の
詳
細
を
み
て
お
き
た
い
。
こ
の
団
体
旅
行
は
『
旅
行
日
本
』
の
最
終
号
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
雑
誌
の
発
行
主
体
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
主
催
旅
行
で
あ
る
。
一
一
月
四
日
に
東
京
を
出
発

し
、
航
路
で
台
湾
へ
向
か
い
、
台
北
か
ら
台
中
、
嘉
義
、
阿
里
山
、
台
湾
最
南
端
の
ガ
ラ
ン
ピ
灯
台
、
高
雄
、
タ
ロ
コ
な
ど
を
団
体
で
周

遊
し
同
月
二
七
日
に
神
戸
港
へ
帰
着
す
る
二
四
日
間
の
旅
程
で
あ
る
。
募
集
人
員
は
三
〇
名
、
参
加
費
は
一
人
二
六
五
円
と
現
在
の
価
格

に
換
算
す
る
と
五
〜
七
〇
万
円
の
団
体
旅
行
で
あ
る
。
見
学
地
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
分
析
も
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
宣
伝
広
告
の
こ
と

（

）

ば
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
広
告
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
毎
年
好
評
を
博
し
つ
つ
あ
る
ビ
ュ
ー
ロ
ー
主
催
の
台
湾
視
察
団
！
本
年
も
左
の
日
程
に
依
り
三
十
名
の
模
範
団
体
を
募
集
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
（
中
略
）。
十
一
月
の
台
湾
は
内
地
で
は
恰
も
五
月
、
観
光
に
は
最
も
好
い
時
季
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
豊
醇
な
味

を
持
つ
熱
帯
果
物
の
色
々
、
涯
し
な
く
続
く
甘
蕉
畑
、
水
牛
の
群
、
さ
て
は
本
島
最
南
端
ガ
ラ
ン
ピ
灯
台
（
中
略
）、
台
南
に
遊
び
て
は

社
寺
と
旧
蹟
に
昔
を
偲
び
、
鉄
路
登
高
八
千
尺
阿
里
山
の
山
峡
深
く
分
け
入
っ
て
仰
ぐ
霊
峰
新
高
の
荘
厳
（
後
略
）」

こ
の
広
告
宣
伝
か
ら
は
、
旅
行
先
と
し
て
の
台
湾
は
、
九
州
周
遊
や
北
海
道
周
遊
の
延
長
線
上
に
あ
る
身
近
な
場
所
で
あ
り
、
他
方
で

は
内
地
に
は
み
ら
れ
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
満
ち
た
旅
行
目
的
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
こ
の

時
期
す
で
に
定
期
航
路
を
持
ち
『
航
路
案
内
』
も
刊
行
さ
れ
て
い
た
南
北
ア
メ
リ
カ
や
ハ
ワ
イ
、
南
洋
群
島
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
そ
し
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て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
団
体
旅
行
は
、
少
な
く
と
も
『
旅
行
日
本
』
に
は
登
場
し
な
い
。
そ
の
い
み
で
、
表
１
に
一
覧
さ
れ
た
団
体
旅
行
の

目
的
地
は
、
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
会
員
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
旅
行
空
間
を
表
現
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部
の
雑
誌
『
旅
行
日
本
』
を
と
り
あ
げ
、
近
代
日
本
の
旅
行
史
に
あ
ら
た
な
知
見
を
加
え
た
。

『
旅
行
日
本
』
に
は
、
広
告
宣
伝
さ
れ
た
団
体
旅
行
の
実
施
記
録
や
参
加
者
の
旅
行
記
も
、
一
部
で
は
あ
る
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
旅
行

の
予
告
だ
け
で
は
な
く
、
旅
行
の
記
録
を
雑
誌
記
事
か
ら
分
析
す
る
こ
と
も
今
後
の
研
究
課
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

注
（
１
）
旅
の
文
化
研
究
所
編
（
二
〇
一
一
）『
旅
と
観
光
の
年
表
』
河
出
書
房
新
社
、
五
〇
六
頁
。

（
２
）
二
〇
一
九
年
に
は
、
主
と
し
て
現
代
の
観
光
事
象
に
関
す
る
体
系
的
な
事
典
、
白
坂
蕃
ほ
か
編
著
（
二
〇
一
九
）『
観
光
の
事
典
』
朝
倉
書

店
、
四
五
〇
頁
も
出
版
さ
れ
た
。
同
書
に
は
、
近
代
の
旅
行
史
に
関
す
る
記
述
と
し
て
「
日
本
観
光
史
」
が
項
目
と
し
て
た
て
ら
れ
て
い

る
が
、
あ
ら
た
な
知
見
は
み
ら
れ
な
い
。

（
３
）
野
村
典
彦
（
二
〇
一
一
）『
鉄
道
と
旅
す
る
身
体
の
近
代
│
民
謡
・
伝
説
か
ら
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
へ
│
』
青
弓
社
、
五
六
二
頁
。

（
４
）
平
山
昇
（
二
〇
一
二
）『
鉄
道
が
変
え
た
社
寺
参
詣
│
初
詣
は
鉄
道
と
と
も
に
生
ま
れ
育
っ
た
│
』
交
通
新
聞
社
、
二
四
四
頁
、
平
山
昇

（
二
〇
一
五
）『
初
詣
の
社
会
史
│
鉄
道
が
生
ん
だ
娯
楽
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
│
』
東
京
大
学
出
版
会
、
三
一
三
頁
。

（
５
）
鈴
木
勇
一
郎
（
二
〇
一
九
）『
電
鉄
は
聖
地
を
め
ざ
す
│
都
市
と
鉄
道
の
日
本
近
代
史
│
』
講
談
社
、
二
三
三
頁
。

（
６
）
旅
行
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
紀
元
二
六
〇
〇
年
に
注
目
し
た
ケ
ネ
ス
・
Ｊ
・
ル
オ
フ
著
、
木
村
剛
久
訳
（
二
〇
一
〇
）『
紀
元

二
千
六
百
年
│
消
費
と
観
光
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
│
』
朝
日
新
聞
出
版
、
三
〇
三
頁
（
原
著
出
版
は
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
り
、
旅
行
に
近

代
性
（
モ
ダ
ニ
ズ
ム
）
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
赤
井
正
二
（
二
〇
一
六
）『
旅
行
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
│
大
正
昭
和
前
期
の
社
会
文
化
変
動
│
』
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ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
三
三
四
頁
が
み
ら
れ
る
。

（
７
）
和
田
博
文
（
二
〇
一
三
）『
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
紀
行
史
│
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
ぶ
旅
│
』
筑
摩
書
房
、
二
七
五
頁
。

（
８
）
和
田
博
文
（
二
〇
一
六
）『
海
の
上
の
世
界
地
図
│
欧
州
航
路
紀
行
史
│
』
岩
波
書
店
、
二
八
一
頁
。

（
９
）
中
野
明
（
二
〇
一
三
）『
グ
ロ
ー
ブ
ト
ロ
ッ
タ
ー
│
世
界
漫
遊
家
が
歩
い
た
明
治
ニ
ッ
ポ
ン
│
』
朝
日
新
聞
出
版
、
三
三
一
頁
、
ル
イ
・
ク

ペ
ー
ル
ス
著
、
國
森
由
美
子
訳
（
二
〇
一
九
）『
オ
ラ
ン
ダ
の
文
豪
が
見
た
大
正
の
日
本
』
作
品
社
、
三
五
〇
頁
（
原
著
出
版
は
一
九
二
五

年
）。

（
１０
）
松
浦
章
（
二
〇
一
七
）『
汽
船
の
時
代
と
航
路
案
内
』
清
文
堂
、
三
六
三
頁
。

（
１１
）
橋
爪
紳
也
（
二
〇
一
五
）『
大
京
都
モ
ダ
ニ
ズ
ム
観
光
』
芸
術
新
聞
社
、
二
八
五
頁
、
橋
爪
紳
也
（
二
〇
一
四
）『
瀬
戸
内
海
モ
ダ
ニ
ズ
ム

周
遊
』
芸
術
新
聞
社
、
三
九
九
頁
。

（
１２
）
谷
沢
明
（
二
〇
二
〇
）『
日
本
の
観
光
│
昭
和
初
期
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
見
る
│
』
八
坂
書
房
、
三
〇
九
頁
。

（
１３
）
こ
う
し
た
研
究
書
以
外
に
も
、
論
文
や
報
告
書
、
学
会
発
表
な
ど
に
お
い
て
、
近
代
日
本
の
旅
行
史
研
究
は
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
含
め
た
研
究
の
展
望
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
こ
こ
で
は
省
略
し
、
後
日
別
稿
で
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
１４
）
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
出
版
さ
れ
た
旅
行
案
内
書
か
ら
五
五
点
を
選
び
、
復
刻
出
版
し
た
企
画
『
シ
リ
ー
ズ

明
治
大
正
の
旅
行

旅
行
案
内
書
集
成
』
全
二
六
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
五
年
）
の
監
修
と
解
説
を
し
、
ま
た
近
代
日

本
に
お
け
る
旅
行
案
内
書
の
系
譜
を
つ
く
る
試
み
と
し
て
、
荒
山
正
彦
（
二
〇
一
八
）『
近
代
日
本
の
旅
行
案
内
書
図
録
』
創
元
社
、
二
五

四
頁
を
上
梓
し
た
。

（
１５
）
『
旅
行
日
本
』
は
、
二
〇
二
〇
年
に
全
号
が
復
刻
出
版
さ
れ
た
。『
東
京
ツ
ー
リ
ス
ト
倶
楽
部

旅
行
日
本
』
全
三
巻
、
ク
レ
ス
出
版
。
本

稿
は
、
復
刻
出
版
時
に
刊
行
さ
れ
た
『『
旅
行
日
本
』
解
説
・
総
目
次
』（
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
二
〇
）
に
執
筆
し
た
「
解
説
」
を
も
と
に

加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１６
）
東
京
府
第
一
中
学
校
は
現
在
の
東
京
都
立
日
比
谷
高
等
学
校
、
設
立
さ
れ
た
同
好
の
会
は
後
の
博
物
学
同
士
会
で
あ
る
。

（
１７
）
日
本
旅
行
文
化
会
『
旅
』
へ
と
継
承
さ
れ
る
、
東
京
ア
ル
カ
ウ
会
の
会
報
誌
は
未
確
認
で
あ
る
が
「
探
勝
旅
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
け

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
１８
）
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
は
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
の
創
刊
第
一
号
か
ら
和
文
欄
が
な
く
な
る
直
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前
の
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
六
月
号
ま
で
、
現
在
復
刻
刊
行
が
進
行
中
で
あ
る
。
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
総
監
修
、
荒
山
正

彦
監
修
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

ツ
ー
リ
ス
ト

大
正
篇
・
昭
和
篇
』
ゆ
ま
に
書
房
（
二
〇
一
七
年
〜
二
〇
二
二
年

予
定
）。
ま
た
日
本
旅
行
文
化
協
会
『
旅
』
も
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
の
創
刊
第
一
号
か
ら
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
八
月
の
戦

前
期
最
終
号
ま
で
、
現
在
復
刻
刊
行
が
進
行
中
で
あ
る
。
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
総
監
修
、
荒
山
正
彦
監
修
『
日
本
旅
行
文
化
協

会

旅
』
ゆ
ま
に
書
房
（
二
〇
二
〇
年
〜
二
〇
二
七
年
予
定
）。

（
１９
）
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
編
（
一
九
七
二
）『
日
本
交
通
公
社
七
十
年
史
』
日
本
交
通
公
社
、
二
八
＋
九
九
三
＋
二
〇
〇
頁
。

（
２０
）
『
旅
行
満
洲
』
と
『
観
光
朝
鮮
』
も
復
刻
出
版
が
す
す
ん
で
い
る
。『
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
大
連
支
部

旅
行
満
洲
』

（
不
二
出
版
、
二
〇
一
六
年
〜
二
〇
一
九
年
）。『
日
本
旅
行
協
会
朝
鮮
支
部

観
光
朝
鮮
』
ク
レ
ス
出
版
（
二
〇
二
〇
年
〜
二
〇
二
一
年
予

定
）。

（
２１
）
表
１
中
の
「
料
金
」
の
空
欄
は
、
宣
伝
広
告
に
記
載
が
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
２２
）
一
九
二
〇
年
代
か
ら
は
じ
ま
る
「
自
動
車
旅
行
」「
遊
覧
バ
ス
」
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
い
。
今
後
の
研
究
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ

う
。

（
２３
）
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。
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